
 

 

 

 

 

 

 
 

#元気いただきますプロジェクト 
～あなたのひとくちが、ニッポンを元気にする。～ 

 
 

新型コロナウイルス感染拡大による外出自粛に伴う
外食需要の減少や輸出の停滞などにより、国産農林水
産物等に在庫の滞留や価格の低下、売上げの減少等の
影響が生じています。適正な出荷時期を逃した農林水
産物等はその価値を失ってしまい、「いのちを支える産
業」の循環を次の世代へつないでいくことが困難とな
ります。 
そのため、国産農林水産物等の持続的な消費活動を

通じて、経済活動が停滞することがないよう、影響が顕
著な牛肉、花き、野菜・果物(いちご等)、茶などについ
て販売を促進し、消費者の皆様においしく味わってい

ただく機会の提供、提案などを行うため、国産農林水産物等販売促進緊急対策を実
施しており、この度そのプロジェクト名称を「＃元気いただきますプロジェクト」
に決定しました。 
 今後、＃元気いただきますプロジェクト事務局が、事業内容の周知や日本の食を
担う生産者の声などの紹介、販売促進活動を後押しするキャンペーンの展開など
の PR 活動を行います。 

https://www.kokusan-ouen.jp/ 
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◆インターネット販売推進事業 

インターネット販売サイトを通じて販売を行う際の送料支援 

◆食育等推進事業 
食材の説明など食育の取組みを行う子ども食堂等で使用する食材費等を支援 

◆農林水産物の販路の多角化推進事業 
デリバリーやテイクアウト等、飲食店の販路多角化で使用する食材費・容器包装費

を支援 

◆地域の創意による販売促進事業 
地域の創意工夫で、直売所やスーパーなどの販促キャンペーンで使用する食材費等

を支援 

【ロゴマーク】 

対象品目、支援内容等については、 
こちらの#元気いただきますプロジェクト公式ウェブサイトをご覧ください。 

《4つの支援プログラム》 

https://www.kokusan-ouen.jp/


 

 

 

 

東京都生まれの鈴木さんは、高校時代に拒食症で体調不良に悩んだことをきっかけに「食」の大

切さを知り、「食」に関する知識や理解を深めていくうちに、「食」の作り手である農業に関心を

持つようになりました。 

農業の経験がなかったため知り合いの農家の元に１年間通っ

てお手伝いをしました。2016 年、アルバイト先のレストラン社

長から「日高市に会社所有の農地があるけど、使ってみない

か。」と声をかけられたのが就農への始まりです。自分に栽培

できる作物は何だろうと考え悩んだ末、ごまが古くから私たち

にとって欠かすことのできない食材の一つでありながら、国内

生産量が僅かに需要の 0.1%だったことを知り、「私の手で復興

させ、全国に広めていきたい。」と決意したそうです。当初は

栽培が難しいため周囲から反対されましたが、鈴木さんの堅い

決意は変わりませんでした。 

ごま栽培の技術や知識の習得は、金ごま生産日本一の鹿児島

県喜界島の役場に問い合わせをしたり、関係機関や近隣生産者

に積極的に指導を受けました。ごま栽培にあたり、安心・安全でおいしいごまを多くの人に届けた

いという思いもあり、「肥料、農薬に頼らない」、「品種は日本で古くから栽培されてきた在来種

の金ごま」、「自分の畑で採れたごまを翌年蒔くため自家採種の実施」を栽培の基本としました。

ごまは暑さや乾燥を好むため、真夏の畑作業は楽ではありませんが、周囲の助けや自分の力で懸命

に生きるごまの姿に元気づけられているそうです。 

2020 年 2 月に独立して、5月に日高市の認定農業者に認定され

ました。現在の栽培面積は約 1ｈaです。農作業については、市

内の就労継続支援Ｂ型事業所と期間契約を結び、種蒔き、除草等

に協力を得て取り組んでいますが、基本的には 1人で頑張ってい

ます。 

将来的には、「ごま油」、「ごまのはちみつ」など、ごまを使

った 6次産業化にも挑戦したいと思っているそうです。その際に

は、ごまの栽培面積を 2～3ｈaに規模拡大して、1人では労働力

不足のため、従業員を 1人程度雇用できればとのことです。最

後に「おいしい国産ごまを多くの方々に食べてもらうことが私の

将来の夢であり目標。」と楽しそうに話してくれました。 

編集：関東農政局 埼玉県拠点  
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～耕作放棄地を活用し金ごまの 
栽培に取り組む女性農業者～ 

日高市の鈴木 香純さん 

 
埼玉県日高市で国産ごま（金ごま）を耕作放棄地で栽培し、農福連携にも積極的に取

り組む、若き女性生産者の鈴木香純（すずき かすみ）さんをご紹介します。 

鈴木 香純さん 

花満開のごま畑 

http://www.maff.go.jp/kanto/
http://www.maff.go.jp/kanto/

